
若手研究者の育成プラン

「組織の壁をこえた協働ができる人材の育成」を組織的に行う

「共通現場」の設定

・　異領域の相互統合：異なる知のどのような互換性に着目したか

・　異領域の相互批判：複数の知の体系における対立的視点はどこか

・　異領域の相互補完：異なる知をどのように補完させられるか

総合知の修得

他分野・異分野との「知の互換性」を考え、

個別の専門性を他領域に展開して行くことのできる能力の涵養

他分野・異分野との「知の互換性」を考え、

個別の専門性を他領域に展開して行くことのできる能力の涵養

・　幅広い政府、社会、経済のニーズとのマッチを見出せる能力

・　学術分野、文化、セクターの境界を越えて協働できる能力

・　一般の人々もしくは他セクターの人々に対して説得力ある話が構成できる能力

トランスファラブル・スキル

統合知：基礎研究型

異分野・異文化交流 マルチセクター交流

デザイン知：使命達成型

総合知の実践
基礎研究と実現技術と社会実装の間の交流

総合知の実践
基礎研究と実現技術と社会実装の間の交流

個別の研究分野・研究方法論
（ディシプリン）中心型の学問

領域越境型で、実世界の問題を発見し
その解決をめざす学問


